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1. 委託業務の名称 
舘岩ネコモニタリング調査業務委託 

 
2. 委託業務の場所 

山形県 酒田市 飛島舘岩内 
 

3. 目的 
国天然記念物に指定されている飛島ウミネコ繁殖地に関して、指定地全 6 個所のう

ち、舘岩について平成 26年（2014 年）から繁殖が確認できない状態が続いている。 

本業務では、繁殖地再生に向けた対策の検討を行ううえで、滅失要因の一つとして指

摘のあるネコによる捕食の実態を明らかにし、指定地への影響度合いを評価するため、

舘岩内にセンサーカメラを設置し、舘岩内におけるネコの行動実態を把握することを

目的とした。 

 
4. 委託期間 

令和 7年 4月 1日（火）から令和 7年 10 月 31 日（金）まで 

 
5. 業務内容 

1) センサーカメラ設置によるモニタリング調査 
① 与条件の確認及び現地踏査 
実施日：令和7年4月22日（火）～23日（水） 

内容： 
センサーカメラの設置にあたり、設置場所の周辺環境の把握を目的として、国天

然記念物指定地の舘岩を中心に必要個所の現地踏査を実施した。後述するセンサー

カメラの準備にあたっては、この際に確認した状況から、設置時に必要となるセン

サーカメラの固定具を検討した。 
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② センサーカメラ設置 

設置期間：令和7年4月28日（月）～8月1日（金）（3か月間と4日：96日） 

設置位置：飛島舘岩内（※図1のとおり） 

内容： 
 図1で設定する地点にセンサーカメラを全10台設置し、舘岩内でのネコの行動の

モニタリング調査を実施した。センサーカメラの設置にあたっては委託者が同行し、

撮影モード、画角の決定など現地で調整が必要な事項について指示を仰いだ。 

本業務で使用するセンサーカメラは、表1に示す仕様を満たす機材とし、表2に示

すAgitato A323を使用した。センサーカメラの撮影設定については表3に示す。 

 

 
図1 センサーカメラ設置位置図 
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表1 センサーカメラの仕様 

名 称 仕 様 

台数 10台 

トリガースピード 1秒以下 

レンズ 画角が50度以上確保できること 

静止画画素数 500万画素以上の撮影が可能であること 

センサー反応距離 30ｍ以下 

フラッシュ照射距離 30ｍ以下 

外部メモリー（SD/SDHC/ 

SDXCカード最大） 
256GB以下 

電源 単3電池 

その他 

・現地踏査に基づき必要となる取付・固定資材等

についても準備する 

・使用する外部メモリーはSDカード（容量：64GB）

とし、交換用を含めて20枚用意する 

・交換用も含め用意したSDカードは、ラベルやシー

ルを用いて、各センサーカメラとの対応関係が

識別が可能なようにする 

・電源にはリチウム乾電池（単3）を使用するもの 

とし、設置台数分を用意する 

 
 

表2 調査使用センサーカメラ 
 

 

使用機種：Agitato A323 

トリガースピード 0.1秒 

検出範囲 120度（サイドモーションセンサーON）  

検知距離 27m 

静止画画素数 800万画素 
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表3 地点別センサーカメラ設定一覧 

地点 
検出遅延 

（秒）注1 

フォトバース

ト 

（枚）注2 

PIR感度注3 その他特殊設定注4 

1 30s 3P 中 無し 

2 30s 3P 中 無し 

3 30s 3P 中 無し 

4 30s 3P 低 無し 

5 30s 3P 低 無し 

6 30s 3P 中 無し 

7 30s 3P 低 無し 

8 30s 3P 中 無し 

9 30s 3P 中 無し 

10 1h（時間） 1P 中 
タイムラプス1h 

（am04:00～pm20:00） 

注1. 検出遅延：1回撮影されてからのインターバル 

注2. フォトバースト：1回の撮影枚数 

注3. PIR感度：センサー感度（画角に草本が多い地点では、誤検知による撮影枚数が増え、カメラ点検前にSD

カード容量が一杯になる可能性があるため感度を「低」とした） 

注4. その他特殊設定：地点10のみ、高茎草本（イタドリ）の密集地であるため、ネコの撮影が難しいと考え、

ウミネコの利用の観察も考慮し特殊設定を行った。 

 

設置期間中に必要となるセンサーカメラの調整・保守点検については、下記に記載す

るア～エの項目を6月と7月に委託者が実施した。
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＜委託者が実施する調整・保守点検の項目＞ 

ア．電池の残量確認 

保守点検時、電池の残量確認を行った。 

イ．センサーカメラの固定状況の確認・調整 

保守点検時に、センサーカメラの固定状況の確認を行った。 

ウ．センサーカメラ本体の確認と調整 

撮影範囲、レンズの汚れ、その他撮影に支障があることがないか、保守点検時に確認を

行った。 

エ．除草作業 

夏季期間はセンサーカメラの設置場所周辺において、草丈が高くなること

が想定される場所が複数あり、良好な撮影環境を維持するために、定期的な

除草作業を行った。 

 

③ SDカードの回収 

 記録整理とデータ保守の観点からSDカードは1か月毎に回収するものとし、 6、

7月の回収については、委託者が行うセンサーカメラの保守点検時にSDカードを交

換しデータ回収を行った。8月のSDカードの回収は、受託者がセンサーカメラ回収

に併せて行った。回収日は表4に示す。 

表 4 設置、点検、回収日程 

設置 5 月点検 6 月点検 7 月点検 回収 

4/28 5/13、5/23 6/6、6/23 7/16 8/1 
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6. 調査結果 
1) 舘岩内へのネコの侵入 

① ネコの撮影回数 

調査期間中に舘岩内においてネコが2598回撮影された注1。また、撮影されたネコ

の模様から個体識別を行った結果、少なくとも14個体のネコが舘岩内で確認された。

地点・個体別の撮影回数を表5及び図2に示す。 

識別個体別の撮影回数は個体Aが1222回、次いで個体Eが589回、個体Dが81回と多

かった。203回撮影された子ネコについては、個体識別の結果、少なくとも2個体の

個体が確認されたが、詳細な個体識別が難しいため、合算して撮影回数を数えた（※

2個体同時に撮影された場合、2回として集計を行った）。 

地点別の撮影回数は、地点3で915回、次いで地点1が735回、地点6が335回と多か

った。 

 

表5 地点・個体別ネコ撮影回数 

 

注1. 個体数を1回とカウントした。 

注2. 1度の撮影（3連写内）で撮影された個体数をカウントした（1個体＝1回、2個体＝2回）。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
合計

（ 撮影回数）

A 370 143 364 118 5 167 2 1 52 1222

B 2 2 4
C 15 5 12 4 7 43
D 20 3 35 5 12 6 81
E 124 49 190 55 1 103 1 4 62 589
F 2 4 5 11
G 15 8 2 25
H 16 5 9 4 1 3 38
I 4 1 1 4 10
J 3 2 2 7
K 4 2 1 4 11
N 3 7 1 11
O 1 2 3
P 1 1

不明 102 31 158 12 1 28 3 4 339
子ネコ 55 4 130 3 6 5 203
合計

（ 撮影回数） 735 255 915 203 7 335 3 12 133 0 2598

地点個体
識別
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写真 識別個体 A 

識別点：顔面及び胴の灰褐色の模様の形 

写真 識別個体 B 

識別点：顔面及び胴の灰褐色の模様の形 

  

写真 識別個体 C 

識別点：顔面及び胴の灰褐色の模様の形 

写真 識別個体 D 

識別点：全体的に薄いクリーム色の模様 

  

写真 識別個体 E 

識別点：顔面左側の目・鼻元の白い帯 

写真 識別個体 F 

識別点：右顔面目元及び頬の 2 本線、胴の褐色の面積が H

より腹回りまで達していない 
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写真 識別個体 G 

識別点：顔面額が三毛猫柄 

写真 識別個体 H 

識別点：両耳が折れ曲がっている、胴の褐色の面積が F

より腹回りに達している 

  

写真 識別個体 I 

識別点：全体的に薄い灰褐色の模様  

写真 識別個体 J 

識別点：F、H より顔面左側の褐色模様が広い、肩回りに

も灰褐色の模様が広がる 

  

写真 識別個体 K 

識別点：E に比べ顔面左側の目・鼻元の白い帯の模様が無

い、全体的に茶褐色、喉元の白い毛がない 

写真 識別個体 N 

識別点：O と比べ腰に灰褐色の模様がある 
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写真 識別個体 O 

識別点：E と比べ腰の褐色の模様がない  

写真 識別個体 P 

識別点：顔面及び胴の灰褐色の模様の形 

 

 

写真 子ネコ  
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    図2 地点・個体別撮影回数（グラフ） 

 

② ネコの出現月日・時間 

 センサーカメラで撮影されたネコの調査日別の撮影回数を図3に、時間帯別の撮

影回数を図4に示す。 

 調査日別の撮影回数としては、1日に平均27回撮影されており、5月下旬から7月

中旬頃の間で1日に40回以上の撮影が数回ある。7月下旬以降は1日の撮影回数がお

およそ20回を下回るようになっている。 

 時間帯別の撮影回数としては、午前は3時台が141回と多く、午後は16時台が210

回と多い。 
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図3 撮影日別の撮影回数 

 

 
図4 時間帯別の撮影回数 
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③ ウミネコの捕食に関わる確認例 

 撮影された地点別のウミネコの捕食に関わる確認例を表6及び図5に示す。 

 本調査ではウミネコの幼鳥または、ウミネコと思われる鳥類をくわえているネコ

が地点1、2、3、4、6、9で計26回撮影された。 

 「ウミネコをくわえている※不鮮明」の画像は、画角や画像の不鮮明さで断定は

できないが、見切れで確認できるネコがくわえている対象物の色や大きさから、お

およそウミネコの幼鳥と推定される。地点2では、ウミネコの幼鳥をハンティング

する瞬間が撮影された。また、ウミネコの捕食後と思われる顔面に血痕のついたネ

コが2回撮影された。 

 その他、魚をくわえて移動しているネコが3回撮影された。 

  

表6 ウミネコの捕食に関わる確認例 

 
注1. 個体数のカウントではなく、例数カウント 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計

ウミネコ幼鳥をくわえている 4 2 9 1 1 1 18
ウミネコをくわえている※不鮮明 1 1 1 5 8
ウミネコ幼鳥をハンティング 1 1
何かをくわえている 1 4 3 1 4 13
顔面に血痕 2 2
魚をくわえている 1 1 1 3

ウミネコの捕食に関わる確認例
地点
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図5 ウミネコの捕食に関わる確認例（グラフ） 

 

  

写真 ウミネコ幼鳥をくわえている 写真 ウミネコ幼鳥をハンティング 
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写真 何かをくわえている 写真 顔面に血痕 

 

 

写真 魚をくわえている  

 

  






